
                                        

   

9
月
13
日
（
月
）
、
前
回
の

話
し
合
い
か
ら
更
に
１
グ
ル
ー

プ
を
加
え
た
４
班
体
制
で
、
第

２
回
丸
山
地
域
づ
く
り
を
考
え

る
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
前
回
の
会
議
で
話

し
合
わ
れ
た
丸
山
の
『
い
い
と

こ
ろ
』
や
『
課
題
』
を
シ
ー
ル

投
票
で
絞
り
込
み
、
班
ご
と
に

重
点
課
題
を
決
定
！ 

 

そ
の
後
、
地
域
の
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
出
来
る
『
活
動
』

を
考
え
ま
し
た
。 

次
回
か
ら
は
、
よ
り
具
体
的

な
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

進
め
ま
す
。 

※
話
し
合
い
で
出
て
き
た
丸
山

の
『
い
い
と
こ
ろ
』
や
『
課

題
』
、
話
し
合
い
の
様
子
は
、

裏
面
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

                  

                                        

9
月
5
日
（
日
）
は
丸
山
中

学
校
の
秋
季
大
運
動
会
で
し
た
。 

国
道
４
１
０
号
線
を
車
で
走
っ

て
い
る
と
、
ひ
と
際
目
立
つ
ク

リ
ー
ム
色
の
建
物
が
丸
山
中
学

校
で
す
。 

 
 

 
 

昭
和

35
年

3
月
に
丸
山
中

学
校
、
丸
中
学
校
を
統
合
し
、

新
た
に
丸
山
中
学
校
が
設
置
さ

れ
、
平
成
17
年
に
現
在
の
立
派

な
設
備
の
備
わ
っ
た
教
科
教
室

型
校
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。 

運
動
会
当
日
は
、
青
空
に
校

旗
が
な
び
き
、
子
供
達
の
声
援

が
校
庭
い
っ
ぱ
い
に
響
い
て
い

ま
し
た
。
今
年
は
残
暑
厳
し
く

子
供
達
に
と
っ
て
運
動
会
の
練

習
は
大
変
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。 

     

今
年
の
運
動
会
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
Ｂ
Ｉ
Ｇ 

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ 

～

勝
利
の
波
に
乗
ろ
う
ぜ
！
～
」

が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。
子
供

達
の
溢
れ
る
ば
か
り
の
純
粋
な

気
持
ち
と
元
気
一
杯
な
姿
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

 
 

 

私
達
は
、
運
動
会
を
見
て 

元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。 

こ
の
元
気
で
地
域
を
良
く
し
、 

子
供
達
の
た
め
に
も
頑
張
り 

ま
し
ょ
う
。 
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地
域
の
皆
さ
ん
に
、
丸
山
の
現
状

を
お
知
ら
せ
す
る
「
丸
山
の
現
状
」

第
２
弾
は
『
独
居
老
人
数
』
で
す
。

急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
が
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
る
中
、
独
居
老
人
も

増
え
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
丸
山

で
は
、
独
居
老
人
の
世
帯
数
が
多
い

の
は
、
安
馬
谷
、
続
い
て
加
茂
、
最

も
少
な
い
の
は
、
久
保
。
ほ
ぼ
地
区

の
人
口
と
比
例
し
ま
す
。 

し
か
し
、
老
人
が
独
り
暮
ら
し
を

す
る
の
は
、
も
し
も
の
こ
と
が
あ
っ 

た
場
合
な
ど
心
配
で
す
。「
呼
び
寄
せ

老
人
」
と
し
て
、
お
子
さ
ん
が
居
る

都
会
へ
行
っ
て
も
馴
染
め
な
か
っ
た

と
い
う
場
合
も
あ
り
ま
す
ね
。 

一
人
暮
ら
し
で
も
、
長
年
住
み
慣

れ
た
丸
山
が
一
番
と
思
わ
れ
て
い
る

方
も
多
い
の
で
し
ょ
う
。 

や
は
り
、
自
然
と
気
候
、
人
情
豊

か
な
住
み
慣
れ
た
丸
山
で
親
し
い
友

人
に
囲
ま
れ
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
事
が
幸
せ
で
す
。 

私
た
ち
支
援
員
は
、
丸
山
で
伸
び

伸
び
と
暮
ら
し
て
い
る
方
に
お
話
を

伺
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

次
回
も
お
楽
し
み
に
。 
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（世帯）  

 皆さん、こんにちは。やっと涼しく

なり始めましたね。お元気でお過ごし

でしたでしょうか。 

今年の夏は「歴史的な猛暑」と言いな

がら気が付いてみたら、殆ど雨が降り

ませんでしたね。でも、不思議な事に

全国的に深刻な水不足はあまり騒がれ

ていません。 

今回は、丸山中学校の運動会を特集

してお伝えしましたが、いかがでした

でしょうか？ 

私が毎朝出勤する時、朝早くから運動

会に向けて一生懸命大声で練習してい

る応援団の声や掛け声が聞こえてきま

した。その元気な声を聞くと、私も張

り切って頑張ろうという気持になりま

した。 

中学三年生にとっては最後の運動会で

したね。思い出深いものになったこと

でしょう。大人になったらその思い出

が、きっと懐かしくなることでしょう。 
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丸山の重点課題（話し合われた結果の一部） 

 懐かしい農村の風景 観光農業ができる 

 住みよい気候で移住者が増加 

 スポーツ人口が多い 

 丸山のシンボル 風車とローズマリー公園 

 おいしいお米 多品種の野菜、花がある。 

４１０号沿いはお米がおいしい！ 
 

 高齢者の身の回りの管理や地域の情報 よりどころがない 

 住民の交通面が少しでも便利になるように 

 近くに病院がほしい 

 農業で生計がたたず 他に働く場所も少ないため 若者が流出し

てしまう 

 地域のつながりがうすれている 

活
か
し
た
い 

解
決
し
た
い 


